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賀数仁然講師によるトーク力満載な
歴史・文化講座

テイスティングを行う審査員らと泡
盛の特徴を伝える蔵元

空手着を着て沖縄を体感するKura 
Masterの審査員ら

https://w
w
w
.ogb.go.jp/nousui/syo

kusan/nousui_syoku_kankei/kathud
oushyoukai

「
沖
縄
地
域
食
文
化
の
保
護
・
継
承
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」（
沖
食
ネ
ッ
ト
）会
員
の
活
動
紹
介
に
つ
い
て

https://w
w
w
.ogb.go.jp/nousui/syok

usan/syokubunka/katsudo

「
い
ち
ゃ
り
ば
食
育
ネ
ッ
ト
・

沖
食
ネ
ッ
ト
会
員
情
報
交
換
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
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全
国
初
！

西
村
経
済
産
業
大
臣
立
会
い

の
も
と
、沖
縄
県
貿
易
協
会
と

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ（
日
本
貿
易
保
険
）と
の

協
力
覚
書
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

左
か
ら
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ 

黒
田
代
表
取
締
役
社
長
、

西
村
経
済
産
業
大
臣
、
沖
縄
県
貿
易
協
会 

新
垣

会
長

　
令
和
５
年
３
月
12
日
、
沖
縄
県
内
企

業
の
貿
易
促
進
を
進
め
る
沖
縄
県
貿
易

協
会
と
、
貿
易
保
険
の
提
供
を
通
じ
て

海
外
と
の
取
引
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ

が
、
金
融
機
関
以
外
で
は
日
本
全
国
で

初
め
て
と
な
る
「
業
務
協
力
Ｍ
Ｏ
Ｕ
締

結
式
」
を
、
西
村
経
済
産
業
大
臣
立
会

い
の
も
と
で
行
い
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
は
日
本
企
業
の
輸
出
や
海

外
投
融
資
と
い
っ
た
対
外
取
引
の
リ
ス

ク
ヘ
ッ
ジ
支
援
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た

政
府
１
０
０
％
出
資
の
公
的
保
険
機
関

で
す
。

　
貿
易
保
険
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
海

外
と
の
取
引
（
輸
出
・
投
資
・
融
資
）

に
お
い
て
、
自
然
災
害
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
や
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
取
引

先
の
破
産
、
代
金
決
済
期
日
か
ら
３
ヶ

月
以
上
の
不
払
い
な
ど
、
様
々
な
予
測

し
え
な
か
っ
た
事
態
に
起
因
し
て
取
引

先
か
ら
代
金
の
支
払
い
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
の
リ
ス
ク
が
カ
バ
ー
さ
れ
ま
す
。

　
沖
縄
県
貿
易
協
会
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
は
、

昨
年
11
月
に
業
務
協
力
を
記
念
し
た
特

別
講
演
会
「
混
迷
す
る
世
界
情
勢
の
中

で
の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
の
必
要
性
と
貿
易

保
険
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
貿
易
保
険

の
活
用
を
更
に
促
進
し
、
沖
縄
県
内
企

業
の
輸
出
拡
大
、
沖
縄
県
経
済
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

対
面
会
場
の
様
子

沖
縄
大
学
管
理
栄
養
学
科
子
ど
も

食
堂
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の
報
告

「
い
ち
ゃ
り
ば
食
育
ネ
ッ
ト
」会
員
の
食
育
活
動
紹
介
に
つ
い
て

　「
い
ち
ゃ
り
ば
食
育
ネ
ッ
ト
」は
、沖
縄
県

内
で
食
育
活
動
に
取
り
組
む
個
人
や
団
体

を
対
象
に
、食
育
に
係
る
国
の
施
策
や
、関

係
機
関
に
よ
る
活
動
状
況
等
の
情
報
提
供

を
目
的
と
し
て
、ま
た
、「
沖
食
ネ
ッ
ト
」

は
、伝
統
的
な
食
文
化
の
保
護・継
承
活
動

に
取
り
組
む
個
人
や
団
体
を
対
象
に
、地

域
内
の
関
係
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
及

び
関
連
情
報
の
提
供
を
目
的
と
し
て
、い
ず

れ
も
沖
縄
総
合
事
務
局
が
設
置
し
て
い
る

活
動
組
織
で
す
。

　
当
局
で
は
令
和
５
年
３
月
６
日
に
、「
い

ち
ゃ
り
ば
食
育
ネ
ッ
ト・沖
食
ネ
ッ
ト
情
報

交
換
会
」を
Ｗ
Ｅ
Ｂ・対
面
の
併
用
で
開
催

い
た
し
ま
し
た
。本
情
報
交
換
会
で
は
、農

林
水
産
省
の「
地
域
で
の
食
育
の
推
進
事

業
」を
活
用
し
て
令
和
４
年
度
に
与
那
国

町
で
実
施
さ
れ
た
食
育
映
画
上
映
会
や
食

育
講
習
会
の
取
組
を
は
じ
め
、県
内
４
団

体
の
活
動
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
そ
の
後
の
意
見
交
換
の
中
で
は
、国
の
交

付
金
を
活
用
し
て
市
町
村
が
実
施
す
る
事

業
は
、県
、国
の
職
員
、関
係
機
関
と
連
携

す
る
こ
と
が
円
滑
な
実
施
の
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
と
い
う
ご
意
見
や
、沖
縄
大
学
の
学
生

が
子
ど
も
食
堂
で
行
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
料
理

講
習
会
の
ご
報
告
に
関
し
て
、今
後
も
若

者
へ
の
継
続
的
な
食
育
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
と
いっ
た
ご
要
望
等
、様
々
な
ご
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　「
い
ち
ゃ
り
ば
食
育
ネ
ッ
ト
」・「
沖
食
ネ
ッ

ト
」で
は
、今
後
も
会
員
活
動
の
情
報
発
信

な
ど
を
通
じ
て
、伝
統
的
な
郷
土
料
理
の

Ｐ
Ｒ
や
、食
育
の
推
進
に
よ
る
県
民
の
健
康

づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。詳
細
は
当
局
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

フ
ラ
ン
ス
の
一
流
バ
ー
マ
ン
、

ソ
ム
リ
エ
等
に
泡
盛
研
修
を

行
い
ま
し
た

　
令
和
５
年
２
月
27
日
に
フ
ラ
ン
ス
に

て
日
本
酒
・
焼
酎
・
泡
盛
等
の
品
評
会

を
実
施
し
て
い
るK

ura M
aster

の
審

査
員
を
招
い
て
、泡
盛
を
よ
り
深
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
沖
縄
総
合
事
務
局
、

沖
縄
国
税
事
務
所
、
沖
縄
県
酒
造
組
合

の
３
者
が
主
催
と
な
っ
て
蔵
元
訪
問
、

試
飲
・
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「K
ura M

aster

」
は
２
０
１
７
年
か

ら
フ
ラ
ン
ス
に
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
日
本
酒
コ
ン
ク
ー
ル
で
あ
り
、
審
査

員
は
フ
ラ
ン
ス
の
ト
ッ
プ
ソ
ム
リ
エ
や

バ
ー
マ
ン
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ
ル
、

料
理
学
校
関
係
者
な
ど
約
１
０
０
名
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
に

は
「
本
格
焼
酎
・
泡
盛
部
門
」
が
新
設

さ
れ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
世
界
に

向
け
て
、
日
本
産
酒
類
の
魅
力
の
発
信

を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
来
沖
し
た
ク
リ
ス
ト
フ
・
ダ

ヴ
ォ
ワ
ン
ヌ
審
査
委
員
長
（
本
格
焼
酎
・

泡
盛
部
門
）
を
は
じ
め
と
す
る
計
11
名

の
審
査
員
ら
は
、
沖
縄
の
歴
史
・
文
化

を
学
ん
だ
後
、
那
覇
市
の
瑞
泉
酒
造
、

豊
見
城
市
の
忠
孝
酒
造
を
視
察
し
ま
し

た
。
同
酒
造
所
で
は
、
泡
盛
の
製
造
方

法
な
ど
を
学
び
、
実
際
に
泡
盛
を
飲
み

比
べ
る
な
ど
、
泡
盛
の
味
・
香
り
等
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
琉
球
王
国
時
代
に
は
空
手
の
範
士
が
泡
盛
を
守
る
役
割

も
果
た
し
て
い
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
泡

盛
の
歴
史
や
琉
球
文
化
を
知
っ
て
も
ら
う
観
点
か
ら
沖
縄

空
手
会
館
で
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
意
見
交
換
会
及
び

試
飲
会
で
は
、
計
８
蔵
元
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、
欧
米
で
泡
盛
の
認
知
度
を
上
げ
る

た
め
に
、商
品
開
発
に
至
っ
た
経
緯
、原
材
料
、製
造
機
器
、

製
造
工
程
な
ど
の
こ
だ
わ
り
・
工
夫
を
伝
え
る
重
要
性
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
組
み
込
ん
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
も
し

て
い
く
べ
き
と
い
う
意
見
、
泡
盛
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
強
化
を

求
め
る
声
が
挙
が
る
な
ど
、
意
義
あ
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
試
飲
会
で
は
新
酒
・
古
酒
・
リ
キ
ュ
ー
ル
の
計

20
銘
柄
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、K

ura M
aster

ら
か

ら
は
香
り
の
複
雑
さ
、
香
り
と
味
わ
い
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
、

時
間
経
過
に
よ
る
香
り
と
味
わ
い
の
変
化
を
感
じ
ら
れ
る

な
ど
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
泡
盛
の
個
性
を
崩
さ
な
い

飲
み
方
を
推
奨
す
る
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

○「Kura M
aster

」と
は

○
酒
造
所
の
見
学

○
８
蔵
元
と
の
意
見
交
換・試
飲
会

瑞泉酒造にて使用する米・麹・酵母
などを尋ねるKura Master一行

忠孝酒造にて泡盛を飲み比べる審査員ら


